






平成２７年度 

【入試問題の出題の意図と採点基準】 

 

博士後期課程（一般・社会人 入学試験）小論文  

◆出題全体の意図  

地域政策学あるいは地域経済政策の領域で博士論文を作成するにあたり、学部及び修士課

程もしくは博士前期課程で学んだ専門知識の理解とそれぞれの専門領域において培った物

事を見る視点及び時事問題への関心と共に論理的な文章作成能力を評価するため、ここで

は、３つのテーマについて出題し、１問選択とした。 

 

◆採点基準  

問題文の主旨の理解と解答に際しての論理構成といった文章読解能力と文章作成能力を採

点基準に入れている。もちろん、それぞれ学んできた専門領域における学部及び修士課程も

しくは博士前期課程での専門知識の習得状況や時事問題への関心の深さや物事を見る視点

及び価値判断といった採点項目を考慮に入れている。 

 

 

博士後期課程（一般入学試験）外国語（英語） 

◆出題の意図  

専門的な英文を正確に読解する力を問うものである。本学では地域政策学を主要な研究分

野としているため、本年度は、グローバル化の進展に伴うサービス分野（特に生産者向けサ

ービス）の企業構造や分業の変化について出題した。  

 

◆採点基準  

① 英文の基本的な主張を正しく捉え、自然で分かりやすい日本語に訳せていることを、合

格の基本的な基準とした。  

② そのうえで、文脈に即して専門用語を適切に使用している場合は、加点の対象とした。 
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